
 

 

    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 「ネイチャーゲームは安全？」いいえ、自然をフィールドにする活動ですから、

もちろんリスクが潜んでいます。リスクに気づかなかったり、リスクを放置してし

まうと、ケガや事故といったトラブルとして表面化する可能性が高まります。 

 本講座では、ネイチャーゲームと救急法の両方に精通した講師から、ネイチャー

ゲームならではの視点をふんだんに盛り込みながら「リスクマネジメント」と「救

急法」を２日間で学びます。危険を予知し、リスク回避につとめ、そしてもしもの

ときに備えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 程 7月7日(土)13:00〜8日(日)16:00 1泊2日 

場 所 国立山口徳地青少年自然の家 

講 師 田中誉人（ネイチャーゲームトレーナー・MFAトレ—ナー） 

    福田和子（ネイチャーゲームトレーナー・MFAインストラクター） 

参加費 27,000円（MFAケアプラスライセンス料含む） 
 

日 程 7月21日(土)13:30〜22日(日)16:30（予定） 1泊2日 

場 所 エコキャンプみちのく（予定） 

講 師 峯岸由美子（ネイチャーゲームトレーナー・MFAインストラクター） 

    去田ゆかり（ネイチャーゲームトレーナー・MFAインストラクター） 

参加費 28,500円（MFAケアプラスライセンス料含む） 
 
 

安全対策セミナーはネイチャーゲーム指導員対象です。 

お申し込みは下記の情報を添えて担当までお知らせください。 

お申し込みいただいた方に詳しい参加要項をお送りします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

担当 公益社団法人日本シェアリングネイチャー協会事務局 藤田航平 

   TEL 03-5363-6010（土日祝を除く10時〜17時30分）  FAX 03-5363-6013 

   E-mail fujita@naturegame.or.jp  

   （メールでお申し込みの際は@naturegame.or.jp からのメールを受信できるよう設定をお願いします） 

ネイチャーゲームの現場ですぐ活きる！！ 

安全対策セミナー 
ネイチャーゲーム × リスクマネジメント × 救急法 

  

受付中 

【プログラム内容（両会場共通）】 

・フィールドＫＹＴ 

・救急法の実践：メディックファーストエ

イド（MFA）ケアプラスライセンス取得 

・救急対応シミュレーション 

・ネイチャーゲーム実践時におけるリスク

マネジメント など 

 

 

 

山口 

定員24名 

 

 

宮城 

定員24名 

 １）お名前  ２）会員番号  ３）日中の連絡の取れる電話番号  ４）参加希望日程と会場 

 ５）今回のセミナーに期待することや、学びたいこと 

 ６）今までの活動の中で安全面に関して「ヒヤリ」としたことや、「ハッ」としたことなど 

 ７）（あれば）今までの活動の中で起きた「事故やケガ」について、どんな事故か、どうして起 

   こったか等わかっている範囲で教えてください 

 ８）メディックファーストエイド（MFA）のライセンスの有無（※本講座でケアプラスのリフ 

   レッシュを希望の場合には、現在お持ちのライセンスの有効期限をお知らせください） 

 ９）（あれば）これまでに受講または取得した、安全対策に関する研修や資格 

 
メディックファーストエ
イド（MFA）とは  
1976 年にアメリカで誕
生した一般市民のための
応急手当のトレーニング
プログラムで、現在、多
くの国で高い評価を得て
普及されています。  
リアルなシーンを提供す
るビデオ、実践的な練習
の繰り返し、そして救助
者の安全確保と心理的な
側面への配慮を含む、体
験を重視した独自のプロ
グラムが特徴です。  
今回取得するケアプラス
（全年齢）では、乳児か
ら成人までを対象とした
心肺蘇生法を中心に構成
されたプログラムを通し
て、実践的な救急法を学
ぶことができます。 
 

救急法 

ライセンス付！ 

初めて知ることも多

く良かったです。地

域の会の会員の人に

もすすめてみようと

思います 

ネイチャーゲームで自然を

楽しむことが最も大切で、

そのためにリスクマネジメ

ントが必要である、という

考え方に共感しました 

安全対策をやっているつ

もりではいたが、今回のよ

うにみんなで話し合い、確

認してみると気づくこと

が多かったです 

「誰かの前に立つ以上は

“初心者”という言い訳を

せず、責任をもって立つ」

ことを忘れずに、活動して

いきたいと思います 

参加者の声 


